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概要 本稿では，ユーザのレビュー閲覧履歴から，価値観に関するユーザモデルを構築することを目的として，提

示レビューを動的に決定する手法について提案する．レビュー記事には投稿者によるアイテム及びその属性につ

いての評価が記載されていることに着目し，どのレビューを参考にしたかに基づきユーザモデルを構築する手法が

提案されている．既存研究では，ユーザが閲覧するレビューは事前に決定していたが，提案手法では，ユーザの価

値観を推論した結果に基づき提示レビューを動的に決定することにより，システム構築コストの削減や，少ないフィ

ードバックでのこだわりの推定を目指す． 
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1  はじめに 

本稿では，ユーザがレビューを評価した履歴に基づ

き，価値観に関するユーザモデルを構築することを目的

として，提示レビューを動的に決定する手法を提案する．

大量の情報の中からユーザ自身が求めるものを探す事

は負荷の大きい作業となっており，ユーザの特性に合

致した情報を能動的に提示する情報推薦システムがシ

ョッピングサイト等で広く活用されている．しかし，推薦を

行うためにはユーザに関する多くの情報が必要であり，

新規に利用を開始したユーザに対して適切な推薦を行

えないという問題が指摘されている[1]．情報推薦システ

ムの適用範囲を広げるために，より少ない情報から推薦

を行う必要性が高まっている[2]． 

本稿では，価値観に基づく情報推薦手法[3]に着目

する．この手法では，ユーザがどの属性を重視してアイ

テムの評価を決定するかをモデル化することで，少ない

ユーザフィードバックで推薦を可能にしている． 

また，ユーザの価値観をモデリングするための情報源

として，ユーザのレビュー閲覧履歴を活用する．レビュ

ーにはアイテムの各属性についての評価が記述されて

おり，これを用いることでユーザの価値観をモデリング

可能と考える．既存手法[5]ではユーザが閲覧するレビ

ューを事前に決定し，評価履歴に基づいて価値観の取

得を行ったが，提案手法ではレビュー組を動的に決定

するシステムを構築する．ユーザがレビューを閲覧・評

価した結果に基づき，提示レビューを動的に決定するこ

とにより，システム構築コストの削減や，少ないフィード

バックでのこだわりの推定を目指す． 

2  関連研究 

本稿で構築対象とする，価値観に基づくユーザモデ

ルとは，ユーザの属性に対するこだわりの強さ，すなわ

ちアイテムの各属性が評価に与える影響度をモデル化

したものであり，評価一致率[3]と呼ばれる指標で表され

る．ユーザ𝑢がアイテム𝑖に対して行った評価において，

あるアイテム総合評価の極性𝑃𝑖𝑡𝑒𝑚(𝑢, 𝑖)と属性𝑗の極性

𝑃𝑖𝑡𝑒𝑚(𝑢, 𝑖, 𝑗)が一致するかどうかを調べ，一致する評価

回数を𝑂(𝑢, 𝑗)，一致しない回数を𝑄(𝑢, 𝑗)とする．この時，

ユーザ𝑢における属性𝑗の評価一致率𝑃(𝑢, 𝑗)は式(1)で

算出される．ユーザのこだわりを表すユーザモデルは属

性数𝑚とすると𝑚次元のベクトルとして表され，評価一致

率が高い属性は評価への影響度が高く，推薦時に重要

な属性であると推論される． 

𝑃(𝑢, 𝑗) =
𝑂(𝑢, 𝑗)

𝑂(𝑢, 𝑗) + 𝑄(𝑢, 𝑗)
 (1) 

ユーザが投稿したレビュー記事から評価一致率に基

づきユーザモデルを作成することで，こだわりの強い属

性はより少ない情報からモデリング可能であることが示

されている[4]． 

3  価値観に基づくユーザモデリング手法 

3.1  レビュー評価履歴からのユーザモデリング手法 

レビュー閲覧履歴から価値観に基づくユーザモデル

の構築可能性について検討するため，既存手法[5]と同

様にユーザの評価履歴の収集にアンケート形式を採用

する．アンケートに掲載するレビューは，レビュー文に加

えて属性別評価が5段階形式で投稿されているものを

利用する．この時，ユーザに提示するレビューの質が，
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結果として得られるモデリングの質に影響すると考える．

本稿では，モデリングに用いるレビュー文の選択基準と

して，以下の条件に合致するものを収集して利用する． 

(1) 全属性が高評価（低評価）ではない 

(2) 特定の属性に対して根拠を示し言及している 

(3) レビュー文において言及されている，属性に対する

評価と属性別評価の極性が一致する 

全属性が同じ評価である場合，どの属性を重視して

評価を決定したか判断できないことから，条件(1)に合致

するレビューを集める必要がある．また，ユーザはこだ

わりのある属性に着目してレビューを評価するとの仮定

から，条件(2)を満たす必要がある．加えて，提案手法で

はレビューに付属する属性別評価を用いてモデリング

することから，条件(3)を必要とする． 

また，1つのレビューにおいて，全属性が常に言及さ

れているとは限らない．そのため，1つのアイテムに対し

て言及されている属性がそれぞれ異なるレビューを収

集し，全ての属性を網羅できるようなレビュー3件の組を

1つの設問とする．また，評価一致率の計算に最低限必

要な回答数を取るため，設問数は既存手法と同様に20

問とする． 

3.2  動的レビュー提示手法 

既存手法[5]ではユーザが閲覧するレビュー組は事

前に決定していたが，提案手法ではユーザの価値観を

逐次推論し，提示するレビューを動的に決定することに

より，システム構築コストの削減や，早い段階でのユー

ザの価値観の推定を目指す． 

 

図1 動的レビュー提示手法 

図 1に動的レビュー提示手法のフローチャートを示す．

ユーザは各設問において異なるアイテムに関する 1 組

のレビューを閲覧し，最も参考になったと感じたレビュー

を選択し，更に参考に下した当該アイテムの好不評を

回答する．この情報に基づき各属性の評価一致率を更

新する．1 問目はユーザの評価一致率が算出されてい

ないため，レビューをランダムに組み合わせて提示す

る．  

次に提示するレビュー組は，更新された評価一致率

に基づき決定する．こだわりの強い属性を早期に推論

するため，その時点での評価一致率が高い属性に着目

する．その属性に関して好評・不評両方のレビューを同

時に提示する事で，効率的にユーザフィードバックを得

ることが可能と考える． 

以上の考えに基づき，レビュー𝑟のスコアを式(2)の様

に定義し，この値が高いレビューを提示する．ここで，𝑟

の属性𝑗における 5 段階評価を𝐸(𝑟, 𝑗)，𝑟の全属性の 5

段階評価の平均を𝐸(𝑟, 𝑎𝑣𝑔)，𝑟の文字数を𝑛とする．ま

た，レビューによっては評価されていない属性があるた

め，評価されている属性数𝑁𝑢𝑚𝑏𝑒𝑟𝑟で正規化する．式

(2)はユーザの興味のある属性に関して好評あるいは不

評の度合いが強いレビューほど高い値をとる． 

𝑆𝑐𝑜𝑟𝑒(𝑟) =
∑ {|𝐸(𝑟, 𝑗) − 𝐸(𝑟, 𝑎𝑣𝑔)|}𝑗 ∗ 𝑃(𝑢, 𝑗)2

𝑁𝑢𝑚𝑏𝑒𝑟𝑟
∗ 𝑙𝑜𝑔⁡(𝑛) (2) 

前述の通り，こだわりの有無を推論したい属性につい

て好評・不評両方のレビューを同時に提示する事で，

評価一致率の効率的な更新が可能となる．従って，好

不評両方のレビューがそれぞれ 1件以上含まれるように

提示レビューを決定する． 

4  おわりに 

本稿ではユーザのレビュー評価履歴に基づき評価一

致率を効率的に求めるため，ユーザに提示するレビュ

ーを動的に決定する手法を提案した．動的にレビュー

を提示することで，ユーザの価値観をより少ない情報か

ら取得することが可能となるため，ユーザ負荷の軽減や，

システム構築コストの削減が期待できる．今後はホテル

を対象としてオンライン実験を行うことにより，提案手法

の有効性について検証する． 
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